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論文内容の要 旨
〔目的〕
異種動物摘出肝の体外港流によって障害肝の機能を代行させようとする摘出肝交又濯流が、肝性昏
睡の覚醒に有効であることはEiseman ら (1965年)によって臨床的に確められたが、これまでの報告
では、摘出肝交又溢流によって一時検査成績の改善や昏睡の覚醒が得られでも早晩死亡する例が多く、
この方法が患者の延命にどれほど有効で、あるかはまだ明らかにされていない。
摘出肝交又濯流は、肝不全の極期に、自己肝が再生するまで患者の延命をはかる方法であるから、
この治療法の評価をする上で、重症肝不全に対する延命効果の有無を検することは極めて重要で、本
研究はこれを実験的に確めることを目的としたものである。
〔方法ならびに成績〕
まずはじめに基礎実験として、恒温水槽内に収容した stainless steel製liver box，気泡型人工肺、
reservoir , rotary pump ，熱交換器および、filter をビニール管で連結した濯流回路をもちいて、イヌ
およびブタ摘出肝の体外濯流をおこない、瀧流肝の酸素消費量、肝血管抵抗、 ammonia 負荷試験およ'
び組織学的所見などを指標として、肝への血液流入路、濯流温度、血液流量および濯流血液pHなどの
濯流条件を検討した。その結果、 ( 1 )肝への血液流入路に関しては、門脈のみから 20cmH20の静水
圧で濯流した群と、門脈からの静水圧流に肝動脈からの拍動流を併用した群との聞で、肝酸素消費量
および肝血管抵抗に明らかな差は認められなかった。( 2 )濯流温度が低下するとともに肝酸素消費
量は減少するが、同時に肝血管抵抗が増大して肝血流量も減少し、しかも後者の方がより高度で、ある
ため、肝のhypoxiaを防ぐためには濯流温度を380C に保つことが必要で、あった。( 3 )濯流血液は代謝
性acidosis を示す傾向があり、濯流血液pHの低下は肝血管抵抗を増大させるので、 outflow block の発
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現を防いで、円滑に濯流を逐行するには、濯流中平均20.0士4.6mEq/hrの buffer を添加する必要があっ
た。( 4 )上記の条件を満足した濯流では肝血流量は約1. Om1! /min/g, liver となり、 ammonia負荷試験
などから見た濯流肝の機能は極めて良好で、、 3 時間濯流後の組織学的所見はほ J正常で、あった。
ついで前述の濯流回路より人工肺のみを省いた濯流回路をもちいて、総胆管結繋切離により肝障害
を発現せしめたイヌ 9 頭に、健康犬摘出肝との交又濯流をおこなったところ、 ( 1 )血清bilirubin、黄
痘指数および、血清alkaline phosphatasell直などに関して、悪化していた肝機能検査成績は、摘出肝交
又瀧流によって著明に改善された。( 2 )この効果は一過性で、やがては再び肝不全が著明となって
全例死亡したが、総胆管結繋切離後生存日数は平均45.6:t 27.5 日で、対照群の20.2:t9. 4 日と比較して
明らかな延長が認められた口( 3 )摘出肝交又濯流の合併症として、循環不全、出血、溶血、血栓塞栓、酸
塩基平衡障害および細菌感染などが起こる可能性があり、これらの対策を構じる必要があることを知った。
これらの実験成績にもとずいて、内科的治療法の限界をこえていると思われた肝性昏睡の 2 症例に、
ブタ摘出肝をもちいた交又濯流を実施した。芳 1 f列では著明な肝機能検査成績の改善が得られたが、
昏睡より覚醒することなく死亡した。才 2 例では濯流終了後 3 時間頃より意識障害の急速なる改善を
J 見、急性期の危機を脱して救命することができた。
〔総括〕
肝不全に対する摘出肝交又濯流の効果を検討し、つぎのごとき結果を得た。
( 1) outflow blockの発現を防止して濯流肝に十分な機能を発揮させるための条件は、動脈血pH低
下の防止、 j産流温度380C の維持、濯流量1.om1! / min/ g, live rで、ある。
( 2 )実験的肝障害犬に対する摘出肝交又濯流では、肝機能検査成績の顕著な改善と、明らかな延
命効果が認められた D
( 3 )本法は肝性昏睡、とくに高ammonia血症対策の無効な急性型肝性昏睡の治療手段として有用
である。
論文の審査結果の要旨
動物の摘出肝を体外濯流し、各種の濯流条件を検討して至適濯流条件を決定し、肝不全を発現せし
めたイヌに動静脈shuntを設けてこれにイヌ摘出肝を連結して体外濯流をわこない、肝不全の改善と延
命効果の得られることを明らかにし、プタ摘出肝をもちいてこの方法を臨床に応用して、肝性昏睡の
患者の救命に成功したことを報告した論文で、重篤な肝不全に対する新しい治療手段として極めて興
味深い論文であると思われる。
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